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・［別添］既存住宅状況調査結果報告書 

 

 





○調査対象建物

厚南会館

旧・武田商店
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○調査内容

１，構造耐力上主要な部分に係る施工状況、劣化有無及び劣化の程度

部位 調査の方法 備考

基礎
目視、打診、クラックスケール、
鉄筋探査機

土台及び床組 目視 床下点検口より潜り込み

床 目視、レーザレベル

柱及び梁 目視、デジタル水平器

外壁及び軒裏 目視、打診

バルコニー 目視

内壁 目視

天井 目視

小屋組 目視 小屋裏点検口より覗き込み

その他

２，雨水の浸入を防止する部分に係る施工状況、劣化有無及び劣化の程度

部位 調査の方法 備考

外壁 目視、打診

軒裏 目視

バルコニー 目視

内壁 目視

天井 目視

小屋組 目視 小屋裏点検口より覗き込み

屋根 目視、触診 タラップ等により屋根に昇る
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２，その他、住宅の断熱・気密、換気、防湿等に係る施工状況、劣化有無及び劣化の程度

部位 調査の方法 備考

敷地 目視

玄関ポーチ等 目視

風除室 目視

床下換気口 目視

小屋裏換気口 目視

屋根･破風 目視

床下 目視、臭気 床下点検口より

断熱材等 目視 床下、小屋裏点検口より

開口部 開閉確認

設備 作動確認 使用可能な状態のものに限る

○評価方法

１，既存住宅瑕疵担保保険（検査事業者保証型）の付保可否を判定する
・保険付保の調査部位毎に劣化の有無、劣化の程度を評価する。

２，前記１，及び現況調査結果を参考に、活用の方向性を示す
・「解体（減築）する部分」、「改修して活用する部分」、「現況のまま活用する部分」に区分する。
・増築までは想定せず、「活用する部分」のみでどのような活用が可能かについて示す。
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○評価

１，既存住宅瑕疵担保保険（検査事業者保証型）の付保可否
・現況の状態では、既存住宅瑕疵担保保険の加入はできない。補修工事を要する。

１）構造耐力上主要な部分について

部位 著しい劣化 劣化の状態

基礎 有 割れ、剥離、鉄筋露出

土台及び床組 有 住宅部浴室土台の腐朽

床 有 店舗部１Ｆ土間床の割れ、店舗部２Ｆの傾斜（6.9/1000）、腐朽

柱及び梁 有 店舗部１Ｆ柱の傾斜（15/1000）

外壁及び軒裏 有 外壁割れ、膨れ、補修跡

バルコニー －

内壁 有 仕上げ材の割れ、店舗部１Ｆ柱の傾斜（15/1000）

天井 有 仕上げ材の割れ

小屋組 有 住宅部１Ｆ小屋裏の腐朽

その他 無

２）雨水の浸入を防止する部分について

部位 著しい劣化 劣化の状態

外壁 有 シーリング材の劣化

軒裏 無

バルコニー －

内壁 有 店舗部１Ｆに雨漏りの跡

天井 有 店舗部１Ｆ，２Ｆに雨漏りの跡

小屋組 有 店舗部小屋裏に雨漏りの跡

屋根 無
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２，活用の方向性
１）「解体（減築）」、「改修活用」、「現況活用」のゾーニング
・店舗部について：１Ｆが土間であることから店舗利用の可能性があるが、壁、柱が大きく傾斜しており、

基礎や軸組を活用して改修するのは難しいと考えられる。
・住宅部について：１Ｆ床に部分的な傾斜が認められる。また、１Ｆ小屋裏や土台に腐食が認められることから、

１Ｆについては改修により活用する方向性が考えられる。
２Ｆ部分については状態が良いことから、現況のまま活用することが考えられる。

２）活用方法の提案
・１Ｆ事務所、キッチン及び居間部分については、特に傾斜が大きいことから、この部分の床を撤去し、
土間を打つことにより新たな店舗部分を形成する活用方法が考えられる。
・１Ｆ残り部分については、間取り変更により居住スペースを再構築することが考えられる。
・２Ｆ部分については状態が良いことから、現況のまま活用することが考えられる。なお、２Ｆにキッチンが
備わっていることから、これを活かした民泊用貸室利用も想定される。

-5-



改
修
活
用

⇒
住
居
想
定

改
修
活
用

⇒
店
舗
想
定

解
体
（
減
築
）

⇒
駐
車
場
想
定

-6-



現
況
活
用

⇒
住
居
･民
泊
想
定

解
体
（
減
築
）

-7-





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［別添］既存住宅状況調査結果報告書 
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